
アンケート調査結果からみた定住意向意識 
 

 
 
・甲賀市への定住意向は、７割が「住み続けたい」と回答していることや、地域社会との関わり
については過半数が「関わっていきたい」と積極的であることなどから、今後も、外国人の地
域での活躍の場づくりを進めながら安心して暮らしていける環境づくりが必要です。 

 
・現在「地域活動に参加していない人」の３割が、「地域の人が誘ってくれたら」参加したいと
回答していることから、相互にアプローチしやすいしくみづくりなどの工夫が求められます。 

 
・このほかの分野では、仕事に関する不安や、賃金、待遇面での差別、子どもの教育の場での差
別といった項目でも多くの回答がみられることから、これらについても今後の課題として取り
組みを進めていくことが必要です。 
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問22 ＜ 甲賀市にずっと住み続けたいか＞
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無回答

問18 ＜ どのようになれば参加してもよいか＞
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PTAなど学校の活動

町内会、自治会など

NPOなどのボランティア活動

同好会などの趣味の

活動、サークル

その他

老人会など高齢者の活動

無回答

問17 ＜ 地域活動への参加＞
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出典：甲賀市国際化推進計画策定に係る市民意識調査結果報告書より 
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